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　鳥取県西部地震の構造物破壊能を評価するため、兵庫県南部地震の灘・東灘における実

際の被害率を再現できる RC造構造物モデル群（長戸・川瀬, 2000年建築学会大会, 21065,

但しモデル・被害率は修正あり）に鳥取県西部地震の震源域の地震動９地点分を入れ、そ

の被害率を計算してみた。下図は神戸市灘区・東灘区の実際の被害率とほぼ一致している

神戸の場合の計算被害率と鳥取県西部地震の震源域観測強震動による計算被害率を比較し

たものである。記号 bfと afは 1981年の耐震規定の改正以前の建物と以降の建物を意味し

ている。この図から鳥取県西部地震の強震動の構造物破壊能は兵庫県南部地震のそれに比

べかなり小さいことがわかる。しかも、この被害建物はすべてが TTRH02(KiK-netの日野

下黒坂地点)の地表によるもので、それ以外の観測点の強震動では新耐震以前の建物でも崩

壊や大破には至らないという結果となった。これは観測事実と整合している。
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